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目的

東北地方太平洋沖地震以降に開催された３月２５日の福井県原子力安全専門委員会における委員のご意

見を踏まえて 、 若狭湾付近の過去の津波の痕跡の情報を蓄積することを目的として 、 若狭湾沿岸における

津波堆積物
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若狭湾沿岸における津波堆積物調査の実施状況��
●�� 目的��

東北地方太平洋沖地震以降に開催された３月２５日の福井県原子力安全専門委員会における委員のご意��

見を踏まえて 、 若狭湾付近の過去の津波の痕跡の情報を蓄積することを目的として 、 若狭湾沿岸における��

津波堆積物調査を実施��

調査場所��

リ��

：方血湖および周辺��

良好な保存状態の堆積物採取が可能��

（低標高 、 海岸に近い平野で環境の穏やかな湖沼や低湿地）��

調査箇所��

陸上および湖面上の全９箇所��

ｊ　　 蒼狭蕎��

（１箇所あたり約１０～３Ｏｍをボー－リング調査）��

調査期間��

平成２３年１０月～平成２３年１２月��

久々子湖周辺��

（陸上 ・ 水上ボーリング）��

（試料分析は平成２４年１０月まで実施）��

Ｈ２３年度��

４　 ５　 ６　 ７　 ８　 ９　　１Ｏ　　１１　　１２　　１　　２　 ３��

文献調査��

地点選定��

菅湖��

（水上ボーリング）��

ｌ　　　　ｌ��

法令手続�� ｌ　　　　　　　　　 ｌ��

掘削調査�� ｌ　　　　　 ｌ��

中山湿地��

（陸上ボーリング）��

試料分析��

※試料分析は調査開始から約１年程度実施予定��

採取した堆積物の分析を行い��◆��

津波堆積物の有無やその年代を特定��

〇 ・ ・ ・ 日本原子力発電（株）が担当��

罍 ・ ・ ・ （独）日本原子力研究開発機構が担当��

ｌ血��

〇 ・ ・ ・ 関西電力（株）が担当��
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２． 津波堆積物調査の事例※

Ｏ過去に宮城県沖で起きた津波について 、 広範囲でかつ高密度に津波堆積物を検出

⇒発生時期、 再来間隔、 浸水範囲を高精度に把握
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津波堆積物調査の概要��
津波堆積物の形成と保存��
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②放射性炭素年代測定法により、 年代を��

同定��

　�� 観地震の津波堆積物の写真】��

②火山灰の砕屑物の分析により、
「いつ」��

ｒどこで」噴出したかを特定��
⇒「帯磁率測定」で微量な火山灰も検出��

津波堆積物��

　�� 呈��

①保存状態の 良好な珪藻等の生物分析に��

より、
「海生」ｏｒ「陸生」を特定（津波の有��

無が判明）��

【珪藻分析｝��

津波堆積物��
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海生の珪藻�� 陸生の珪藻��

砂層�� 【轟生有孔虫分析】��

亘迺��

湿原や湖沼では、 水の流れが穏やかで 、 植物遺骸（泥炭）や泥がゆっくり堆積。��

＠）・Ｇ）図��

（８６９年貞観地震��

津波堆積物）��

鬮��鬮��
外洋性種�� 内湾性種��

津波来襲時には 、 砂丘を乗り越えて陸域に海水が浸入し、 海生生物とともに 、 砂浜��

や砂丘の砂を湿原 ・湖沼まで運搬。��

　

｀

　��
【貝形虫分析】��

亘幽��

津波が去った後、 湿原は再び元の姿に戻り、 泥炭や泥が堆積。 その結果 、 砂の層��

（津波堆積物）が泥炭や泥層中に挟まった形で残る。��

海浜堆積物��
　��冨５矗 １��

潮間帯の海藻周辺 ・砂��

底に生息する群集��

湾 口部の砂泥底に��

生息する群集��
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②放射性炭素年代測定法により、 年代を��
同定��

０��ｑ��
津波堆積物の調査は 、 標高が低い平野で、��

かつ環境の穏やかな（良好な保存状態が保��

たれる）湖沼や低湿地などで行う必要あり��

Ｏ海生生物を含む砂層をボー－リング調査し、 津波堆積物を分析することによって 、 津波��

①泥炭質シルトに挟まれた砂層の試料分析により、 津波堆積物と同定��

②火山灰（年代既知）や泥炭質シルトの年代測定から、 津波堆積物が貞観地震による津波に��

よるものと同定��

⇒津波の浸水域や規模等の推定に重要な情報を提供��

の発生時期や浸水範囲を把握可能��
※宍倉正展 ・ 澤井祐紀 ・ 行谷佑―

（２０１ｏ）＝平安の人 が々見た巨大地震を再現する－西暦８６９年貞観津波ー活断層 ・ 地震研��

究センターニュ
ース ， Ｎｏ．１０ｐＪ

‐１０産業技術総合研究所 活断層 ・ 地震研究センター��
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平 成 ２３年 ９月 ９日

関 西 電 力 株 式 会 社

日本原子力発電株式会社

独立行政法人日本原子力研究開発機構

平 成 ２３年 ９月 ９日

関 西 電 力 株 式 会 社

日本原子力発電株式会社

独立行政法人日本原子力研究開発機構

若狭湾沿岸における津波堆積物調査について（プレス）�� 参考１��

若狭湾沿岸における津波堆積物調査の実施について��

平 成 ２３年 ９月 ９日��

関 西 電 力 株 式 会 社��

日本原子力発電株式会社��

独立行政法人日本原子力研究開発機構��

関西電力株式会社、 日本原子力発電株式会社、 独立行政法人日本原子力研究開発機構の ３社 （以下、　
「３社」とい う。 ）は、 若狭湾沿岸における津波の堆積物につ い��

て 、 共同で調査を実施するｒ｝｝し、 自然公園法の規定により申請書を提出しました。��

３社は、 東北地方太平洋沖地震以降に開催された福井県原了力安全専門委員会での ご意見を踏まえ、 若狭湾における津波の痕跡に関する情報を蓄積することを目的と��

した調査内容を地元の皆さまにご説明するなどの諸準備を行っ てきました。��

本調査は、 三方五湖およびその周辺において、 陸上 ・ 湖面上の合計９地点でボーリング調査を実施し、 採取した試料の分析 ・ 評価を行う計両であり、 期間は約ｌ年間��

を予定してい ます。��

現地でのボーリング調査につ いては、 法令上の許認可が得られるなど準備が整い次第、 着手します。��

なお、 調査結果につ いては、 津波堆積物に関連する学識者に評価をしていただいた上で公表いたします。��

今後、 津波等に関する情報収集に努め、 新たな知見が得られた場合は津波の評価および対策に適切に反映してまい ります。��

以��上��

添付資料 ；若狭湾沿岸における津波堆積物調査の概要��



調査実施機関

関西電力㈱、 日本原子力発電 （株）お よび （独）日本原子力研究開発

機構の ３社共同で実施 します。

調査実施機関

関西電力㈱、 日本原子力発電 （株）お よび （独）日本原子力研究開発

機構の ３社共同で実施 します。

若狭湾沿岸 における津波堆積物調査の概要��
参考２��

調査 目的�� ５． 調査予定位置��

若狭湾付近の過去の津波の痕跡の情報を蓄積する こ とを 目的と して 、��

若狭湾沿岸における津波堆積物調査を実施 します。��

調査実施機関��

関西電力㈱、 日本原子力発電 （株）お よび （独）日本原子力研究開発��

機構の ３社共同で実施 します。��

ｊ　　蓉狭鷺��
●��

調査位置および調査方法��

○津波の痕跡を調査する地点と しては、 標高が低 く、 海岸に近い平野で環��

境の穏やかな （堆積物に と っ て良好な保存状態が保たれて い る）湖沼や��

低湿地な どが適 してい る こ とか ら、 三方五湖およびその周辺に
－

Ｌ実施 し��

ます。��

○調査は陸上お よび湖面上の全９箇所、 ｌ箇所あた り約ｌ０～３０ｍをボーリング��

調査で土石を採取 し、 その分析によ り津波堆積物の有無や年代を特定 し��

ます。��

久々子湖周辺��

（陸上 ・ 水上ボーリング）��

陸��上��

【ボーリング調査イメージ】��

単管パイプや ぐら （浅水域）��
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菅湖��
（水上ボーリング）��

中山湿地��

（陸上ボーリング）��

調査期間��

現地調査着手か ら採取 した試料の検討 ・ 評価まで約ｌ年をかけて行う予定��
〇�� ・ 日本原子力発電（株）が担当�� ｌｋ皿��

．―‐��

です。�� 帯�� ・ （独）日本原子力研究開発機構が担当��

＊なお、 調査位置 ・ 調査期間な どは変更する可能性があ ります。��

Ｏ�� ・ 関西電力（株）が担当��
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